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最先端エコデバイスを作ろう～有機EL・LED・無機EL＆太陽電池～

福井工業大学
応用化学、応用物理学

会期：2011年8月22日（月）13：30 ～ 8月25日（木）13：00 3泊4日

本プログラムは、21世紀の最重要課題であるエネルギー・地
球環境問題への関心を深め、その解決のための先端科学・技術
を学ぶことを目的としています。最先端の省エネデバイス（エ
コデバイス）として、携帯電話やテレビ等に実用化されており、
次世代の照明用光源としても期待されている有機エレクトロル
ミネッセンス（EL）素子、信号灯や電球に利用されている無機
LEDの他に無機EL素子および次世代の太陽電池を取り上げま
す。講義を受けてそれらの原理を理解するとともに、実際にデ
バイスに触れ、あるいはデバイスを自ら作製してモノづくりの
楽しさを味わいます。4日間にわたる講義、実験、討論、発表等
を通して、最先端研究の一端を経験することができるプログラ
ム内容になっており、仲間と一緒に楽しく学び、知的好奇心を
刺激し、向学心を高めることができます。

福井工業大学　福井キャンパス
福井県　福井市学園3丁目6-1
（JR北陸本線「福井駅」下車、JR福井駅前より京福
バス4番のりば 学園線乗車約10分、「金井学園前」
下車）

URL：http://www.fukui-ut.ac.jp/
宿泊場所：福井アカデミアホテル

21名

講義では、これまで高等学校等で行ってきた出前講
義の経験を基に、高校1年生にも理解できるように、
やさしく丁寧に解説します。また、Q&Aを随時織り交
ぜ、楽しく学べるようにします。実験では、参加者が
3班（1班7名）に分かれて順次3つのデバイスの作製
と評価に取り組み、得られたデータを解析して考察し
ます。最後に、各班で受講内容、実験結果と考察をま
とめ、全員の前で発表します。

○プログラムの内容
1. 講義（I・II・III）
1. 光の性質および光と物質との相互作用
2. 無機・有機半導体およびデバイスへの応用
3. 有機EL素子、LED、無機EL、色素増感太陽電池

の原理

2. 実験
（1）有機EL素子の作製と評価

1. ITO基板のエッチングと洗浄
2. 有機EL素子の作製と発光観測
3. 有機EL素子の電流―電圧―発光特性の測定

（2）無機EL素子の作製と評価
1. 蛍光体材料の作製
2. 無機EL素子の作製
3. 無機EL素子の発光特性の測定

（3）色素増感太陽電池の作製と評価
1. 酸化チタンナノ粒子の調整
2. 色素増感太陽電池の作製
3. 電流―電圧特性の測定と変換効率の算出

3. 発表および討論会・交流会等
講義・実験を大学で行った後、大学隣接のホテルで

ミーティング・交流会を開催し、参加者とスタッフ全
員で討論や情報交換を行います。このミーティング・
交流会には、実験や発表の準備を手伝うためにティー
チングアシスタントとして各班に割り当てた大学院生
も参加します。その他、大学進学等一般的なことにつ
いても、参加者から質問・相談等があれば対応します。

※A・B・Cの班分けは、開催当日に行ないます。

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）

会　場

応募にあたっての注意事項
「参加申し込み」と一緒に事前レポートの提出が必要です。事前レポートの形式は下記のサイトからダウンロードし
てください。
※事前レポートも選考資料となります。忘れずに提出してください。
福井工業大学 サイエンスキャンプDXホームページURL：
http://www.fukui-ut.ac.jp/ut/html/scamp/
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